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第３回親子会議では，「おすすめの本 思い出の本」というテーマで話し合っていただきまし
た。ご多用の中でのご協力に，感謝申し上げます。
あちらこちらで紅葉が見頃だという話が聞かれる季節ですが，どのご家庭でも「読書の秋」を

満喫していただいているようです。堅倉小の図書室や廊下にも，新刊図書の紹介コーナーがあり，
子ども達の読書意欲が高まってきています。読書は「心の栄養」とよく言われます。いろいろな
本を手にとってページをめくりながら絵を見るだけでも，その世界に引き込まれていきますね。
親子会議シートのほんの一部をご紹介いたします。ぜひ，これからも本と仲良くなって，心豊

かな堅倉っ子に育ってほしいと思います。ご家庭でもご協力をお願いいたします。

＜＜＜＜ぼく・わたしの おすすめのぼく・わたしの おすすめのぼく・わたしの おすすめのぼく・わたしの おすすめの本 思本 思本 思本 思いいいい出出出出のののの本本本本＞＞＞＞
・おねがいフェアリー ・くまの子ウーフ ・ほねほねザウルス ・くれよんのくろくん
・のねずみのチッチ ・ナイチンゲール ・レジのひみつ ・子犬たちに教えてもらったこと
・ちきゅうはえらい ・長くつ下のピッピ ・ヘレン・ケラー ・トム・ソーヤの冒険
・日本の歴史シリーズ ・一期一会 ・給食のひみつ ・王さまのアイスクリーム ・きな子
・ちか１００かいだてのいえ ・うみの１００かいだてのいえ ・おしいれのぼうけん
・ちきゅうがウンチだらけにならないわけ ・こん虫のせかいサバイバル ・かいだんばなし

＜＜＜＜家家家家のののの人人人人の おすすめのの おすすめのの おすすめのの おすすめの本 思本 思本 思本 思いいいい出出出出のののの本本本本＞＞＞＞
・こまったさんシリーズ ・森のかくれんぼ ・タッチ ・ハリー・ポッター賢者の石
・けっきらもっきらどおんどん ・さよならオレンジ ・アルプスの少女ハイジ
・ごんぎつね ・御宿かわせみ ・鈍足バンザイ！ ・智恵子抄 ・渡辺昇一の日本史快読！
・青春を山に懸けて ・スケボーに乗った天使 ・ルルとララのアイスクリーム
・バルボンさんシリーズ ・キャプテン翼 ・野口英世 ・おばけのてんぷら ・五体不満足
・はれときどきぶた ・いちばんたいせつなもの

＜＜＜＜話話話話しししし合合合合ったったったった感想感想感想感想＞＞＞＞
・小さい頃に読んでいた本は，今になってもやっぱり好きだなと思いました。
・国語の勉強になるので，本をたくさん読むようにしたいです。
・ぼくもお父さんも，ぼうけんの本が好きなことが分かりました。
・同じ本でも，子どもの時に読んだのと大人になってから読んだのとでは感じ方がかわるんだ
なと分かりました。

・おすすめの「アンネ・フランク」と「おしん」はどちらも努力してきた子ども達が一生懸命
に生きようとする本です。本を進んで読もうと思います。

・「おなべおなべにえたかな」は，ぼくが幼稚園の頃に母が買ってくれた本で，寝る前に母が
よく読んでくれました。いつのまにか夢中になっていつも読んでもらいました。親子会議で
話し合っているときに思い出して，また読んでみました。何百回も読んだのを思い出し，懐
かしくなりました。

・久しぶりに懐かしい本を出してみて，あれも読んだね，これも読んだねと，昔のことを思い
出すことができました。

・子どもが小さい頃，寝る前に「きつねのでんわボックス」を読んであげると，いつも自分が
半分くらいで泣いてしまいました。子どもも，今までに読んでもらった本で一番感動したと
言ってくれました。

・「うずらちゃんのかくれんぼ」は，文や絵がとてもかわいくて「もういいかい」「まあだだ
よ」と親子で何回も言い合っていました。この本を読まないと寝ない子でした。忘れられな
い思い出の本です。

・「パンダせんとう」を一緒に読んでいると，声をあげて笑ったり，話し合ったり，予想した
りして，親子での会話がたくさんできました。

・子どもの頃に自分が夢中になった本「エルマーとりゅう」を，子どもも知っていることが分
かりうれしい気持ちになりました。いい本はずっと読まれ続けるんだなあと思いました。

・久しぶりに本を読み，人生で初めて泣いた本「永遠の０」に出会いました。人間とは，戦争
とは等，考えさせられました。もう少し大人になったら，子どもにも読ませたい本です。

・おすすめの本がたくさんあるようで，いろいろな本の名前がでてきて思っていた以上にたく
さん読んでいるんだなと感心しました。聞いたこともない人物の名前を子どもから聞いて，
驚きとともに知らない自分が恥ずかしくなりました。

・本を読むことで自分がその本の主人公になったようで，本の数だけ様々な体験をした気分に
なれるところが本の魅力でもあります。これからもどんどん本を読んでほしいです。

・子どもに読ませたい本は，家庭に置いておこうと思いました。
・寝る前に読み聞かせした本は，とても楽しく心に残っているんですね。
・忙しさの中でも，本を読む機会をつくりたいなと思いました。


